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小説・ラノベの文章表現を 

豊かにしよう 
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 はじめに 

 

こちらの語彙辞典は、 

小説投稿サイト『小説家になろう』で公開している 

【小説・ラノベの書き方講座｜ビジネス思考の創作論】の中の 

『小説・ラノベの文章表現を豊かにする 50音別の語彙辞典』を 

ＰＤＦレポート形式に整理したものです。 

 

 

多くの語を記憶することで、 

あなたの文章表現力は 

今よりも豊かなものとなります。 

 

『１日５語ずつ』などのように目標を決めて、 

今の自分が知らない語を暗記していきましょう。 

 

 

なお、こちらの語彙辞典は 

ノマドクリエイターのショウヘイが 

趣味の一環で制作したものです。 

 

商用で販売するつもりは一切ないので、 

あなたの友人・知人の作家仲間に 

自由に配布してくださって構いません。 
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 「こ」で始まる語彙辞典（マイナー） 

 

こ‐いき【小意気】 

［名・形動］ 

どことなく粋なこと。洗練されていること。また、そのさま。「―な身なり」 

 

 

こう‐えん【香煙】 

香をたく煙。また、線香の煙。「墓前に―が立ちのぼる」 

 

 

こう‐おん【厚恩】 

厚い恩。心のこもった深い恩。 

 

 

こう‐か【高歌】 

［名］(スル) 

大声でうたうこと。高唱。「―放吟」 

 

 

こう‐かい【降海】 

［名］(スル) 

魚が川から海に下ること。「稚魚が―する」 

 

 

こう‐き【考拠】 

考えるためのよりどころ。考える手懸かり。「―を欠く」  
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こう‐きょう【高教】 

他人を敬って、その教えをいう語。「御―を仰ぐ」 

 

 

こう‐ぎ【厚誼】 

情愛のこもった親しいつきあい。厚いよしみ。「御―を賜る」 

 

 

こう‐ぎん【高吟】 

［名］(スル) 

声を張り上げて詩歌をうたうこと。「佳句を―する」「放歌―」 

 

 

こう‐くつ【後屈】 

［名］(スル) 

後ろに曲げること。また、後ろの方に曲がっていること。「体を―する運動」「子宮

後―」⇔前屈。 

 

 

膏血(こうけつ)を絞・る 

人の苦労して得た利益や財産を取りあげる。重税を取り立てることなどのたとえ。 

 

 

こう‐こ【好個】 

［名・形動］ 

ちょうどよいこと。適当なこと。またそのさま。「時間つぶしに―な（の）読み物」 

 

 

こう‐こう【浩浩】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

① 水がみなぎり広がっているさま。 

② 果てしなく広々としているさま。「―として静かな天」  
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こう‐こう【皓皓】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

① 白く光り輝くさま。清らかなさま。「―たる月光」 

② 何もなく広々としているさま。 

 

 

こうさい‐りくり【光彩陸離】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

① 光が入り乱れて、美しくきらめくさま。 

② 物事が、他を圧してすばらしいさま。「―たる作品」 

 

 

こう‐しょう【考証】 

［名］(スル) 

古い文献や物品などを調べ、それを証拠として昔の物事を説明したり解釈したりす

ること。「時代―」 

 

 

こう‐しょう【咬傷】 

かみ傷。かまれた傷。 

 

 

後塵(こうじん)を拝・する 

① 地位・権勢のある人をうらやましく思う。 

② すぐれた人物につき従う。 

③ 他人に先んじられる。人の下風に立つ。 

 

 

こう‐ぜん【浩然】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］《「浩」は水が豊かなさま》 

心などが広くゆったりとしているさま。「―として天を仰ぐ」  
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こう‐ぜん【皓然】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

明るく輝くさま。白く光るさま。 

 

 

こう‐たん【荒誕】 

［名・形動］《「誕」は、うそ、いつわりの意》 

おおげさで、全くでたらめであること。また、そのさま。「古代ブームに乗った―な

万葉論」 

 

 

こう‐ちょ【高著】 

他人を敬って、その著書をいう語。「御―拝読いたしました」 

 

 

こう‐ちょう【高聴】 

他人を敬って、その人がきくことをいう語。清聴。 

 

 

こう‐とう【叩頭】 

［名］(スル)《頭で地面をたたく意から》 

頭を地につけておじぎをすること。叩首。「―してわびる」 

 

 

こうとう‐てき【高踏的】 

［形動］ 

① 世俗を離れて気高く身を保っているさま。「―な文学」 

② 独りよがりにお高くとまっているさま。 

 

 

こう‐とく【公徳】 

社会生活をするうえで守るべき道徳。公衆道徳。  
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こうとく‐しん【公徳心】 

公徳を重んじて守ろうとする精神。「―の欠如」 

 

 

こう‐どう【坑道】 

地下につくられた道。特に、鉱山・炭山などの坑内の通路。 

 

 

こう‐ない【坑内】 

炭坑や鉱坑の内部。⇔坑外。 

 

 

こう‐のう【降納】 

［名］(スル) 

掲揚されている国旗などを降ろしておさめること。「大会旗を―する」 

 

 

こう‐はい【興廃】 

盛んになることと、すたれること。「皇国の―この一戦にあり」 

 

 

こう‐はく【厚薄】 

あついこととうすいこと。物事の程度・度合いなどにいう。「愛情の―」 

 

 

こう‐はつ【好発】 

［名］(スル) 

発生する度合いが高いこと。「発疹(ほっしん)の―する部位」  
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香箱(こうばこ)を作・る 

《香箱の形に似ているところから》 

猫が背を丸くしてうずくまる。人が背を丸くしてすわっているさまにもいう。 

 

 

こう‐ぶ【荒蕪】 

［名］(スル) 

土地が荒れて、雑草の茂るがままになっていること。「―地」 

 

 

こう‐ぶん【行文】 

文章のつづりぐあい。文章の書き進め方。「―に気をつかう」「―流麗」 

 

 

こう‐ぶん【後聞】 

あとで聞くこと。あとで世間の人が聞き知ること。後日のうわさ。「―によれば」 

 

 

こう‐めい【抗命】 

［名］(スル) 

命令に背いて、従わないこと。「上官に―する」 

 

 

こく‐い【国威】 

国の威力。その国が対外的に持つ威力。「―を発揚する」 

 

 

こく‐ぐう【酷遇】 

［名］(スル) 

人に対して、むごい扱いをすること。きわめてひどい待遇。  
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こく‐じ【告辞】 

あらたまって告げ知らせる言葉。「卒業式の―」 

 

 

こ‐けい【古形】 

古い形。古い形式。「―を保つ」 

 

 

こころ‐ざむ・い【心寒い】 

［形］［文］こころざむ・し［ク］ 

恐れや驚きのために、ぞっと身の縮む思いがするさま。 

 

 

こ‐しゅう【孤愁】 

ひとりでもの思いにふけること。また、その思い。「―の思い」 

 

 

こし‐ゆ【腰湯】 

たらいなどに入れた湯に腰から下だけつかること。座浴。「―を使う」 

 

 

こ‐じゃく【枯寂】 

［名・形動］ 

淡々としてものしずかなこと。また、そのさま。「―な山居」 

 

 

こ‐すい【鼓吹】 

［名］(スル)《鼓(つづみ)を打ち、笛を吹く意から》 

① 元気づけ、励ますこと。鼓舞。「士気を―する」 

② 意見や思想を盛んに唱えて、広く賛成を得ようとすること。「民主主義を―する」 
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こ‐たい【故態】 

もとの姿。「―に復する」 

 

 

コップの中(なか)の嵐(あらし) 

《W＝B＝バーナードの劇の題名 Storm in a Teacup から》 

当事者には大事(おおごと)でも、他にあまり影響せずに終わってしまうもめごと。 

 

 

こつ‐りつ【兀立】 

［名］(スル) 

とびぬけて高くそびえていること。「―する高楼」 

 

 

こ‐れい【古例】 

昔からの慣例。記録に残る先例。「―にのっとる」「―を引く」 

 

 

粉(こ)を吹・く 

白い粉状のものが表面に吹き出たように付着する。「干し柿が―・く」 

 

 

こん‐いつ【渾一】 

いろいろなものがとけ合って、一つになること。「―体」 

 

 

こん‐ぼう【混紡】 

［名］(スル) 

2 種以上の異なる繊維をまぜ合わせて紡績すること。「綿と化学繊維の―」  
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こん‐めい【昏冥】 

暗いこと。暗くてようすのわからないこと。「天地―」  
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 おわりに 

 
 

【あいさつ】 

  

語彙辞典を読んでくださり、ありがとうございました。 

 

当レポートを制作したショウヘイと申します。 

 

 

私は旅する作家という生き方を理想としています。日本や世界の各地を渡り歩くこ

とで、作家としての引き出し（人生経験）を増やし、より良質な物語を世に送り出

し続ける……そんな自由な作家生活です。 

 

また、個人で稼ぐ能力を身に付けることで、会社に時間と場所を縛られない人生の

実現も目指します。個人で安定した収入を得られれば、出版社の編集者の言いなり

にならずに、自分が心から好きな物語を創作できるようにもなるからです。 

 

 

私が運営しているブログ【ノマドクリエイターの執務室】では、旅する作家になる

ために役立つ情報を発信しています。もちろん、小説家・ラノベ作家として活躍す

るために役立つ創作論も公開しています。 

 

時間と場所に縛られない、新しい作家の生き方に興味がありましたら、ぜひブログ

を覗いてみてください。   

   

       ↓   ↓    ↓ 

 

■ ブログ：ノマドクリエイターの執務室（https://ノマドクリエイター.net） 

 

 

https://ノマドクリエイター.net/
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